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閉塞性黄痘肝切 除後 の再生肝 にお ける胆汁分泌能 に

関 す る 実 験 的 研 究
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閉塞性黄痘肝 に 対す る大量肝切除後の 病態を， 特に 胆汁分泌能 の 面か ら解明す るた め， 雑種成犬を

用 い て， 無黄痘 70 ％肝切除犬く無黄痘召判 と， 1 週間閉塞性費痘 70 ％肝切除犬 く黄痘群う を作製 し， 閉塞

前， 肝切前， 肝切後 1 ， 3 ， 7 ， 28 日目 に肝重量回復率， 肝組織血流急 病埋組織学的所見 血液生化学

的検査所見 胆汁量， 胆汁組成に つ い て検索を行 っ た ． 肝重量回 復率は肝切後の全期間を通 じ， 無黄痘群

に 比し黄痘群で低い 値 を示 し， 黄痘群 で肝重量回復の遅延が み られ た． 肝組織血流量は無発症群で は肝切

除後に 低下傾向を認 めた ． 無黄痘群で は黄痘解除後に 有意の低下 を認め たが ， 肝切除後は無黄痘群と差 は

なか っ た ． 病理 組織学的所見 では 無黄痘群 に 比 し黄痘群で肝再生像の ピ
ー

クが や や遅れ て 出現 し， 黄痘群

で は28 日目で も中等度の肝再生像が み られ た ． 血液生化学的検査成績で は総蛋白， G O T 催， G P T 債， へ

パ プラ ス テ ン テ ス ト値は両群間に 差は な く， 総 ビリ ル ビ ン値， A I P 値， y G T P 値 は黄痘群 で肝切後 に有意

に高 い 値 を示 し たが ， 肝切後3 日目な い し7 日目に は無黄痘群 と有意の差は認め られ なく撃っ た． 肝重量

当り胆汁量は ， 無黄痘群で は肝切後 3 日 目に 増加し， 7 日目以後 は肝切前の値 に復 した ．
これ に 対 し， 黄

痘群で は 3 日目は無黄痘群と同様 の 値で あっ た が， 7 日目以 後も増加 し， 無黄痘群に 比 し高い 値 を示 した．

胆汁中 p H 値 は肝切後 1 日 乱 3 日目で 無黄痘群 に 比 し黄痘群で有意 に低い 値 を示 した ． 胆汁浸透圧 は肝切

時に 無黄痘群に比 し費痘群 で 有意 に 高い 値 を示 した． 胆汁中総胆汁酸排泄率は肝切後 7 日目に 無黄痘群 に

比 し黄痘群で有意に高い 値 を示 した． ま た， 肝重量 当り肝胆汁量と総胆汁酸排泄率の相関関係で は肝切後

に 両群の 回帰直線 に 差は な く， 貴痘群で は総胆汁酸排泄率の増加 にと も ない 胆汁量が増加 して い た． 胆汁

中総 ビリ ル ビン 排泄率 は両群間 に羞 は なく ， 良好 な排泄を示 した． 胆汁中 N a
＋ 濃度 は両群と も肝切後 に や

や低下す る傾向が み られ た が， 両群 間に 差は なか っ た ． 胆汁中 C 巨 浪度 は肝切前， 肝切後 1 日目， 3 日目

で無黄疫群 に 比 し黄痘群で有意 に 高い 値 を示 し た． 胆汁中 H C O 盲排泄 率は肝切後 1 日目で 無黄痘群に 比 し

黄痘群 で 有意 に 低い 値 を示 した． 以上 よ り， 1 週間閉塞性黄痕肝に 対す る 70 ％肝切除術後で は， 肝重量の 回

復 の遅延が み られ ， 閉塞性黄痘 に よ る障害が再生肝に 加わ っ た こ と に よ り胆汁分泌能の予 備能が過剰 に 賦

清化され ， 胆汁酸依存性胆汁の 増加に よ る胆汁量の増加をき たす も の と推論 した．

K e y w o r d s h e p a t e c t o m y ，1i v e r r e g e n e r a ti o n ， b il e s e c r e ti o n ， bil e a cid ， O b s t r u c
．

tiv e J a u n di c e

近 年， 肝門部胆管癌あ るい は胆嚢癌な どに 対す る肝 ら
11 の 犬 を用 い た 閉塞性黄痘肝切除 に 関す る 実験以

切除術の 適応の 拡大 に と も ない ， 閉塞性黄痘症例に 対 来， 肝再生能2 ト 6J ， 肝の 代謝
7 糊

， ある い は肝予備能
9ト 川

し大量肝切除術 く肝切う を施行す る機会が増加 し， 閉 な どの 研究が 行われ て き たが ，
胆汁分泌能に つ い て は，

塞性黄痘肝 の 肝予備能や肝切後再生肝 の 病態の解明が い ま だ報告が み られ て い ない ．

一 方， 胆汁分泌機構に

必要と な っ て きて い る
． 動物実験で は ，

1 9 3 1 年
，
M a n n つ い て は 仁 胆汁生成部位 か ら毛細胆管性胆汁と細胆管

A b b r e vi a ti o n s 二 A IP
，
alk ali n e p h o s p h a t a s e ニ C A ， Ch olic a cid 三 C D C A ， C h e n o d e o x y c h olic

a cid 三 D C A
，
d e o x y c h olic a cid 三 G O T ， gl u t a m i c o x al o a c eti c t r a n s a m in a s e ニ G P T ， gl u t a m i c

p y r u x i c t r a n s a m in a s e こ L C A ， 1it h o c h olic a cid 三 U D C A ， u rS O d e o x y c h oli c a cid ニ y G T P ，
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性胆汁と に 分け られ， さら に 前者 は胆汁酸依存性胆汁

と胆汁酸非依存性胆汁 に 分 け て 考え られ て お り
1 2 ト 1 6I

，
こ の胆汁分画の概念 を基礎 と して 各種の 病態下 に お

け る胆汁分泌能が論 じられ て き たが ， 近年， こ の 概念

に つ い て 異説 を 唱 え る 報告が み ら れ る よ う に な っ

た
1 7ト 19I

そ こ で
， 著者は閉塞性黄痘肝切除後の病態， 特に 再

生肝 に お ける 胆汁分泌能 を解明す る冒的で， 閉塞性黄

痘肝 70 ％切除犬を作製し， 再 生肝 に お ける肝重量回復

率， 肝組織血流量， 病理 組織学的所見， 胆汁量， 胆汁

組成 な どに つ い て検索を行 っ た ．

その結果， 閉塞性貴痘肝切除後 の再生肝 に お け る胆

汁分泌能に つ い て興味ある知見を得 た の で報 告す る．

対象お よび 方法

工 ． 実験動物お よび作製法

体重 9 へ 1 5 k g の 雑種成犬 を使用 した． 麻酔 は術前

約 24 時間絶食と して塩酸 ケ タミ ン を筋注 し， 背臥位 に

固定し た． そ の 後， ミオ ブ ロ ック で筋弛緩 を得， 気管

カ ニ ュ ー レ を挿管 し， 酸素， 笑気， フ ロ ー セ ン で調節

呼吸を行 っ た．

1 ． 無貴症 70 ％肝切除犬 く無黄痘群1 の 作製法

い 初回手術

肝切時の 胆汁を無麻酔下で得 るた め に 初回 手術 と し

て総胆管外療 と胆嚢摘除衝 を行 っ た ． 麻酔下 に 上腹部

正 中切開で開腹 し， まず， 肝外胆管の走行 を確認 し，

70 ％肝切除術 に は適さ ない も の は除外 した．
つ い で

，

水素ガ ス ク リ ア ラ ン ス 血 流計 を用い て
，
肝組織血流量

を測定 した．
つ ぎに， 胆嚢摘除術 を行い ， 十 二 指腸近

傍に て 総胆管 を切離 し， 肝側断端 ヘ ア トム 静脈 カテ ー

テ ル く5 －
V 6 F r e n c h si z el を挿入 し， 総胆管外療と し

た． 外療 チ ュ ー ブは正 中創よ り皮下 を通 し， 前額部に

固定 した． 術 中の補液 と して生食水 を使用 し， 術直後

に 抗生物質 くマ ー キ シ ン
，
1 gうを点滴静注した ． 術後

の補液は行わず， 術後12 時間よ り自由 に食餌 を摂取さ

せ た．

2 う 70 ％肝切除術

外療と手術侵襲の 影響 を考慮 し， 初回手術 1 週間後

に 70 ％肝切除術 を施行 した． 無 麻酔下で胆汁採取 を

行っ た後， 麻酔下に 上腹部正中切開で開腹 し， 肝組織

血流量 を測定 した後， 図1 に 示 す よ う に 肝の 左側 4 築

く1e ft l a t e r al
，
l e ft c e n t r al

， q u a d r a t e a n d ri gh t c e n t r a1

l o b e sl と 尾 状 菓 くc a u d a t e l o b ej の 乳 様 突起

くp a pill a r y p r o c e s s u sl を切除 した ． 術 中の 補液は初 回

手術時と同様 に 行い
， 術後の補液 と して術後 6 へ 12 時

間に 5 へ 1 0 ％ gl u c o s e 加電解質液約 100 0 c c を投与し

た
．
抗生物質 の 投与は初回 手術時と同様に 行 っ た ． 術

後の 食餌は ， 経時的観察に よ る 方法 で は 1 日目の 測定

が終 っ た後与 え， 各期間屠殺 に よ る方 法の 1 日目屠殺

群 で は屠殺時ま で絶食 と した． そ の他の 群に つ い て は

初 回手術時と同様 に した．
なお

，
正 常犬 1 5 頭 の全肝重

量 に 対 する こ の 切除領域 の 重量比 が 70 ． 4 士0 ． 6 ％ く平

均値 士標準偏差コ で あ っ た た め， 以 下 こ の 切 除領域を

全肝 の 70 ％領域 と して あつ か っ た ． 以 上 の 操作 によ っ

て作製 した 実験 モ デ ル を無黄痘群と した く図 1う
．

2 ． 閉塞性黄痘 70 ％肝 切除犬 く費痘群I の 作製法

無貴症70 ％肝切除犬 と 同様 に 初回 手術 で 肝組織血

流量の測定 と胆嚢摘除術， 総胆管外療術 を行い
，
1 週

間後， 外療 チ ュ
ー

ブ を閉鎖 し， 皮下 に 埋没 して閉塞性

黄痕 を作製 した ． さ ら に， 1 週間後外療 チ ュ
ー

ブを開

放 し， 無麻酔下で胆汁 を採取 した．
そ の 後， 麻酔下に

開腹 し， 肝組織血流量 を測定 した後， 無黄痘群と同様

に 70 ％肝切除術 を施行 し た．
こ の実験モ デ ル を黄痘群

と した ．

Q

凸

Fi g ． 1 ． C a n i n e li v e r

R L
，
ri gh t l a t e r a l l o b e 三 R C ， ri gh t c e n t r al l o b e こQ ，

q u a d r a t e l o b e ニ L C ， 1 ef t c e n t r al l o b e 三 L L ， l eft

l a t e r al l o b e ニ C ， C a u d a t e l o b e ニ P ， p a pill a ry

p r o c e s s u sニ G B ， g allb l a d d e r ． T h e s h a d e d a
r e a

r e p r e s e n t s th e p o r ti o n r e m o v e d b y p r o c e d u
r e of

7 0 ％ h e p a t e c t o m y ． E x t e r n a l b ili a r y fi s t ul a w a s

c o n s tr u ct e d b y i n s e rti n g a p ol y e th yl e n e t u b e i
n t o

c o m m o n bil e d u c t ．

y gl u t a m y l －t r a n S P e p tid a s e ニ 肝切， 肝切除術芸無黄痘群 ， 無黄痘 70 ％肝切除犬三 貴痘群， 閉塞性

黄痘 70 ％肝切除犬．
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I王 ． 検査項 目お よ び方法

1 ． 各期間屠殺に よ る方法

各期間屠殺 に よ る 方法 で は， 肝切後 1 日目， 3 日目，

7 日 臥 28 日目 に麻 酔下 に 開腹 し， 肝組織血 流量 を測

定したの ち屠殺 し， 肝重 量 回復軋 肝 の病理組織学的

所見に つ い て検討 した． 肝組織血流量は初回手術時と

肝切前に も測定 した ． 肝の 病理 組織学的所見の検索 は

肝切時の切除肝で も 行 っ た ． 各群の 検索頭数は 4 へ 5

頭である く図2 1 ．

い 肝重 量回復率

70 ％切除肝 重 量 よ り推定 した 肝切前の全肝重量 を

100 と し， 肝切除後の各時期 に 測定 した 残存肝 の 重 量

を百分率で表 した．

2フ 肝組織血流量

水素ガス ク リ ア ラ ン ス 血 流計 くユ ニ
ー

ク ． メ デ ィ カ

ル社1 を用 い ， 針電極 を尾状葉の ほぼ 中心 に 刺入 し，

約20 分間放置静止 し， 電極 を安定 させ た 後， 水素ガ ス

を0 ．5 m lノm i n ，約 1 分 旬 1 分 30 秒吸入 さ せ， 水素ガ ス

ク リア ラ ン ス カ
ー プ の ピ ー

ク の 1 分 後か ら 1 分間 の

N o n i ct e ri c g r o u p I st d a y

3 rd d ay

7 t h d a y

2 8 t h d a y

L ct e ri c g r o u p I st d ay

3 r d d a y

7 t h d a y

2 8 t h d ay

P r e

6 55

カ ー プ で肝組織血流量 を求めた 細 ．

3 1 肝の 病理 組織学的所見

肝切時お よ び屠殺時に 得 た肝を ホル マ リ ン固定後パ

ラ フ ィ ン 包埋 し
， 薄切 した切片の へ マ トキ シ リ ン ． エ

オ ジン 染色を病理組織学的に 検討した．

2 ． 経時的観察に よ る方法

経時的観察 に よる 方法の無黄症群で は肝切前， 肝切

後1 日目， 3 日目， 7 日目， 28 日目に ， 貴痘群 で は外

療チ ュ ー

ブ閉塞前 く閉塞前コ， 肝切前， 肝切後1 日日，

3 日 臥 7 日目， 28 日目に 血 液生化学的検査， 胆汁量

の 測定
，
胆汁の 生化学的検査 を行 っ た ． 胆汁中総胆汁

酸， 総 ビ リル ビ ン， N a ＋
，
Cl

－

，
H C O 盲 の 検討に 際 して

は
， 肝重量 当り の 機能を評価 す るた め， 濃度 とと も に

肝重量 当りの 排泄率 を求 めた． 肝重量当り肝汁量 と総

胆汁酸排泄率の相関関係 の検討に 際して は， 無貴痘群

の 肝切前 と発症群 の閉塞前 の 値 を
一

括 し て C o n tr ol

と した ． 胆汁の 採取 は採取前約24 時間の 絶食後， 無麻

酔 で 外療 チ ュ ー ブ よ り行っ た ． 発症群の肝切前の胆汁

採取 は貴痘解除 1 時間後 か ら 1 時間行 っ た． 検索頭数

P r e H b H a

C h o l e c y s t e c t o m y
C a n n ul a ti o n o F C B D

H b H a

C h oI e c y st e c t o m y
C a n n ul a ti o n of C B D

F i g ． 2 ． E x p e ri m e n t al d e si g n こ D o g s a r e s a cifi c ed l ， 3 ， 7 a n d 28 d a y s a ft e r h e p a t e ct o m y

f o r t h e st u di e s o f h e p a ti c ti s s u e bl o o d fl o w ， 1i v e r w ei gh t a n d hi st o p a th ol o g l C a l

C h a n g e s ． P r e ， fi r st o p e r a ti o n こ H b b ef o r e h e p a t e c t o m y ニ H a ， a ft e r h e p a t e c t o m y ニ

C B D
，
C O m m O n b il e d u ct ．
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は各群 7 頭で あ るが， 無黄痘群 の 3 頭 と 黄痘群の 2 頭

が 7 日目の測定以後に ， 外療 チ ュ
ー ブの 閉塞 あ るい は

抜去の た め に脱落 し， 2 8 日目の 測定 はそ れ ぞ れ 4 頭，

5 頭と な っ た く図3 う．

い 血液生化学的検査

i ． 血清総蛋白， Bi u r e t 法
2 11

ii ． 血清 gl u t a m i c o x al o a c eti c t r a n s a m i n a s e 値

く血清 G O Tl ， U － V 法
2 2I

iii ． 血清 gl u t a m i c p y r u v i c t r a n s a m i n a s e 値 く血清

G P Tl ， U － V 法 221

i v ． 血 清 al k ali n e p h o s ph a t a s e 値 く血清 A IPl ，

k i n d ．k i n g 法
23I

v ． 血 清 y － g l u t a m yl ．t r a n s p e p ti d a s e 値 く血 清

y G T Pl ， L ． y ． gl u t a m yl
．

p a r a d i m e th yl a m i n o a n
i rid e

法制

vi ． 血清 ビリ ル ビ ン値， J e n d r a s si k
－ Cl e gh o r n 法
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Y 軋 へ パ プ ラ ス チ ン テ ス ト債， ヘ パ プ ラス テ ン用試

薬 くエ ー ザイ 株式会社製I を用 い た ．

沌 ． 血清総胆汁酸債， 酸素法
261

2 ト胆汁量の測定お よび胆汁 の生化学的検査

前述 した よう に 無麻酔下で外療 チ ュ
ー ブ に 連結管を

接合 し， 肝胆汁 を採取 し， 以下 の項目 を測定 した ．

i ． 胆汁量

ii ． 胆汁 p H 値， H M
－1 0 B 型 p H メ

ー

タ
ー くT o k y o

T o a l を使用 した．

iii ． 胆汁浸透圧， 氷点降下法 くア コ ム 株 式会社製

O s m e tt e A l を使用 した．

N o n i ct e ri c g r o u p

l c t e ri c g r o u p

i v ． 胆汁 中胆汁酸値

胆汁酸の定量 に はガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー 法を用 い

た．
ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

ー 法 に よ る胆汁酸定量に つ

い て は M a ed a ら
2 71 の 方法 に 準 じ て図 4 の よう な手順

で行 い ， 各々 の 数値 を積分法で算出 した．

な お ， ガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

の機器 は島津 G C －7 A

げI D 検出器う を使用 した ． カ ラ ム に は 0 ． 2 ％ P oly ．

1 1 0ノク ロ モ ソ ル ブ W － H P く80 へ 1 0 0 メ ッ シ ュ ， 内径

2 ． 6 皿 m
，
長 さ 2 ． 6 mう を使用 した ．

温度条件はカ ラム

部分 240
0

C
， 資料注入 部お よ び検出器 は 340

0

C と した
．

キ ャ リ ア ガ ス と し て ヘ リ ウ ム を流速 60 m ll m i n で 用

い
， チ ャ

ー

トス ピ
ー ド は 5 m m l m i n と した ， 胆汁酸の

検索項目 は以 下の ごと くで ある．

a
． 総胆汁酸 くt o t al bil e a cidl

b ． コ
ー ル 酸 くch oli c a cid ， C A I

C
． デオキシ コ

ー ル酸 くd e o x y ch oli c a cid ， D C Al

d ． ケ ノ デオ キ シ コ ー ル 酸

くch e n o d e o x y c h oli c a cid ， C D C A l

e ． リ ト コ
ー ル 酸 く1i th o c h oli c a cid ， L C A l

f ． ウ ル ソデ オ キ シ コ
ー ル 酸

くu r s o d e o x y c h o li c a cid ， U D C A l

g ． 肝重量当り胆汁量 と総胆汁酸排泄率の相関関係

両群 それ ぞれ の肝重量当り胆汁量 と総胆汁酸排泄率

の相関関係 を検討 した ．

v ． 胆汁 中総 ビ リ ル ビ ン値， J e n d r a s si k － Cl e gh 0 rn

法甥

vi ． 胆汁申 N a
＋

値， 炎光法
28I

H b 1 3 了 2 8

C h o暮e c y st e c t o m y
C a n n ul a ti o n o f C B D

F i g ． 3 ． E x p e ri m e n t a l d e si g n こ
S a m pl e s o f b l o o d a n d b il e a

r e o b t ai n e d s e ri all y f r o m

th e s a m e d o g s a s in d i c a t e d b y a r r o w h e a d s i n t h e fi g u
r e ．

O b
，
b ef o r e o b st r u c ti o n i H b 8 t C B D ， r e f e r r d t o Fi g － 2 ．
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祓 ． 胆汁中 C 卜 値， 電量滴定法
細

浦 ． 胆汁中 H C O 言 値， N a t el s o n 超微量 ガ ス 分析器

によ る法
抑

3 ． 推定肝要量測定法

経時的観察に よ る方法に お ける各時期の推定肝重量

を， 各期間の 屠殺 に よる方法で求 めた 肝重量 回復率か

ら算出した．
す な わ ち

，
2 8 日目の実測肝重量 と予測肝

重量く全肝重量 X 各期間屠殺 に よ る方法で求 めた肝重

量回復率う によ っ て各時期 の 予測肝重量 を補正 し， 推

定肝重量 と した． 計算式は下記の ご と くで ある．

n 日日推定肝重量 二 亡くA
－

D I x くB －

D ll t C
－

DIコ＋

D

A ニ n 日目予 測肝重量， B ニ2 8 日目実測肝重量， C 二

2 8 日目予 測肝重量， D こ 残存肝重量

ただ し， 2 8 日目ま で経過観察で き なか っ た 5 頭で は

予測肝重量を推定肝重量と した ．

ま た
，
貴痘群の 閉塞前の推定肝重量 は閉塞性貴痘 に

よる肝の腰大 を考慮 に い れ る ため， 無貴痘群と黄痘群

の 肝切前の体重当り肝重 量 の 平均値 を用い ， 閉塞性黄

Bil e

l

l ． E th a n oI e x t r a cti o n

1

2 ． H y d r ol y sIS

1

3 ． E th e r e xt r a c ti o n

上

4 ． M et h yI e st e rifi c ati o n

1

5 ． T ri rT 簡th yt siI yIi z a ti o n

1

6 ． G a s c h r o m a t o g r a p h y
Fi g ． 4 － D i a g r a m of th e p r o c e d u r e f o r b il e a cid

a n al y s IS ．
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痘 に よ る肝の膨張率を下記の式よ り求め た．

膨張率 二 乗痘群肝切前の体重当り肝重量ノ無黄痘群

肝切前の 体重当り肝重量

こ の膨張率で 貴痘群の肝切前の 全肝重量 を除す る こ

と に よ り黄痘群 の閉塞前の推定肝重量 を求 めた ．

工軋 実験成績の 統計学的検討

統計学的検討は， 2 群間の 平均値の差の 検定 に は

S t u d e n t トt e s t を用 い
，
各群で の各時期間の平均値の

差の 検定 は 一

元 分散分析後， S c h eff e の 多量比較法 を

用 い 行っ た ． ま た
， 相関係数の 有意性の検定 に は t －t e S t

を用 い ， 回帰直線の 回帰係数およ び y 軸外挿値の差の

検定 に は E n gl a n d
311の 方法 を用い た．

P 値が 0 ． 0 5 未満

の場合に は有意差有 りと判定 した．
な お

， 成績 は平均

値 士 標準偏差で表 した．

成 績

1 ． 肝重量回復率

70 ％肝切後 の残存肝重量の回復率は， 両群と も肝切

後に 急速 に増加 した ． しか し， 全経過を通 じ無黄痘群

に 比 し黄痘群 で肝重量 の 再生が遅延 す る傾向が み ら

れ ， 特 に， 7 日目で は無黄痘群 64 ．4 士6 ．8 ％ 血下
，
単

位 省略1 ， 黄痘 群 52 ． 1 士7 ． 0 ， 2 8 日 目 で は 無貴痘群

85 ．9 士2 ． 0
，
黄症群 64 ． 0 士1 1 ． 2 と

， 有意に 無黄痘群 に

比 し黄痘群 で低 い 値を示 した く図 5I ．

2 ． 肝組織血流量

肝組織血流量 は， 無貴痘群で は 前値は 90 ． 4 士26 ． 2

m ll m i n J
I
l O O g li v e r く以下， 単位省略1 であ っ た が，

肝切後は全経過を通 じ前借 に 比 し低下傾向を認 めた．

貴痘群で は前借は 93 ． 2 士2 9 ． 2 で あ っ たの に 対 し， 肝切

前で は62 ． 4 士2 6 ． 3 と
， 有意の低下 を認 めた．

しか し
，

肝切後 1 日目 に は 81 ． 1 士1 4 ． 2 と 回復 し， 以後 も横道い

を示 し， 無黄痘群 と差 はなか っ た く図6 う．

3 ． 病理 組織学的所見

胆管周囲， 胆管上皮層ある い は腔内 へ の好 中球の浸

潤を胆管炎と し， 毛細且巨管腔内の胆汁栓 の存在 を胆汁

う っ 滞 と し
，
肝細胞索 の 多層化， 索パ タ

ー ン の乱れ
，

小葉内の n o d u r a ri ty を肝再生と して検討 した． 無黄痘

群で は肝切前 に は 胆汁う っ 滞， 胆管炎， 肝再生 の 所見

はみ られ な か っ た ． 肝切後1 日目で は
，
胆汁う っ 滞が

み ら れた が
， 胆管炎は み られ なか っ た ． 肝再生の 所見

と して わ ず か に 肝細胞索の 多層化 が み ら れ た の み で

あ っ た ．
3 日 目で は， 胆汁う っ 滞がみ ら れ， 肝細胞索

の 多層化， 索パ タ ー ン の乱れ ， n O d u r a rit y な どの 肝再

生の所見が高度に み ら れた く図7う． 7 日目 で は ， 軽度

の胆汁う っ 滞が持続 し， 肝再生像も 3 日目 と同様 に 著

明であっ た． 2 8 日目で は， 軽度 の 胆汁う っ 滞が み ら れ，

肝再生像 は軽度と な っ た ． 黄痘群で は肝切前に は著名
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な胆 汁う っ 滞， 胆管炎， 細胆管増生 を認め た． 肝切後

1 日目で は
，
高度の 胆汁う っ 滞が 持続 し， 胆管炎， 細

胆管噌生 は軽度 と なり， 軽度の 肝再生像が出現 し た．

3 日目で は， 胆汁う っ 滞 は同様に 持続 し， 胆管炎 も認

め た． 肝再生像は 1 日目と同程度で軽度で あ っ た ．
7
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T ir 爬 aft e r h e p a t e c t o m y td ayJ

Fi g ． 5 ． C h a n g e s of r e c o v e r y r a t e o f li v e r w ei gh t

a ft e r 7 0 ％ h e p a t e c t o m y i n t w o g r o u p s ．

0
－

0
，
n O n

－i c t e ri c g r o u p ニ 砂
一

命
，
i c t e ri c g r o u p ．

E a ch v al u e r e p r e s e n t s t h e m e a n 士 S D i n f o u r t o

fi v e d o g s ． ホ ， p く0 ．0 5 c o m p a r ed t o n o n
－i c t e ri c

g r o u p i 春 串 ， p く0 ．0 1 c o m p a r e d t o n o n
－i c t e ri c

g r o u p こ H b 8 t H a ， r ef e r r e d t o
Fi g ■ 2 ．

日目で は胆汁う っ 滞は 軽度 とな り ， 胆 管炎の 所見はほ

ぼ消失 し 上 紙胆管増生 も み られ ず， 肝再生 像は高度と

な っ た く図8 う． 2 8 日目で は， 軽度の 胆汁う っ 滞 が持続

し， 肝再生像 は中等度 に認 め られ た ．
以上

， 両群を比

較 す る と， 胆汁う っ 滞 は黄痘群 で 当然 高度 で あ っ た が
，
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T i m e a ft e r h e p a t e c t o m y くd a yl

F i g ． 6 ． C h a n g e s o f h e p a ti c b l o o d fl o w i n tw o

g r o u p s ． O L O ， n O n －i c t e ri c g r o u p 三 砂 一砂 ，
i ct e ri c g r o u p ． E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士

S D i n 1 7 t o 1 9 d o g s o n P r e a n d H b ， a n d i n f o u r to

fi v e d o g s a ft e r 7 0 ％h e p a t e c t o m y ． 串 串 ， r ef e rr ed

t o F i g ． 5 こ P r e ， r ef e r r e d t o F i g ． 2 ．

F i g ． 7 ． H i st ol o gi c a p p e a r a n c e o f th e li v e r of n o n
－i c t e ri c g r o u p o n th e thi r d d a y a ft e r

h e p a t e c t o m y ， S h o w i n g a v a g u e n o d ul e くa r r o w sI c o m p o s e d of h y p e r pl a s ti c h e p a t o－
c yt e s w ith m ulti c ell

－th i c k n e s s i n a h e p a ti c l o b ul e ．

C
，
C e n t r al v ei n ． H E X 3 0 0 ．
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無費痘群で も軽度に み られ た． 胆管炎は無黄痘群 で は

全経過を通じ認め ず， 黄痘群 で は肝切前 に 高度に 認 め，

肝切後7 日目 に は ほ ぼ消失し た． 肝再 生像 は無黄痘群

に比 し黄痘群 では そ の ピ
ー ク がや や遅 れ て 出現 し， 2 8

日目ま で 持続 した．

4 ． 血 液の 生化学的検査成績

い 血清総蛋白値

無黄痘群で は肝切 札 5 ． 8 1 士0 ． 6 7 gノdl く以 下， 単位

郁 削 で あ っ た が， 肝切後 1 日目 に 4 － 7 3 士0 ， 3 4 と低下

を認め， 以後漸増 し， 28 日目 に は 5 一 粥 士0 ． 3 4 と な っ

た
．
黄痘群 で は 閉塞前 5 ．9 5 士0 ．3 9

，
肝切 前6 ． 3 0 士0 ．3 4

であ っ た が， 1 日目 に 5 ．2 1 士0 ．5 9 と低下 を認 め， 以後

無黄痘群 と同様 に 漸増 し， 2 8 日目に は 6 ． 42 士0 ． 6 7 と

な っ た ． 全経過を通 じ
， 両群間に 有意の差は な か っ た

く表 り ．

2 I 血 清 G O T 値

無黄痘群 で は肝切 前4 0 ． 6 士 15 ． 3 U く以下， 単位 省

略うで あ っ たが ， 肝切後 1 日目に 28 1 ． 3 士1 2 6 ．7 と上 昇

し
，
以後漸減 し， 2 8 日目に 53 ． 0 土11 ． 7 とな っ た ． 黄痘

群 で は 閉 塞 前 39 ．9 士5 ．0 で あ っ た が
， 肝 切 前 に

260 ． 0 士2 4 1 ， 1 と上昇 を認め， 肝切後1 日目に 35 9 ． 1 士

1 5 1 ． 8 と さ ら に 上 昇 し， 以 後漸減 し， 2 8 日 目 に は

62 ． 4 士3 3 ．1 と な っ た
． 肝切後 は両群間に 差は な か っ た

く表 2 1 ．

F i g ． 8 ． H i s t ol o gi c a p p e a r a n c e o f th e li v e r o f i c t e ri c g r o u p o n th e 7 th d a y a ft e r

h e p a t e t o m y ， Sh o wi n g a di s t u r b e d c o r d p a tt e r n w ith m ulti c ell
－thi c k n e s s ．

P
，
P o rt al v ei n i C ， r ef e r r e d t o Fi g ． 7 ． H E ， X 1 5 0 ．

T a bl e l ． C h a n g e s of s e r u m p ro t ei n aft e r 7 0 ％

h e p a t e c t o m y l n t W O g r O u p S

T i m e af t e r S e r u m p ro t ei n くgJ
，

dll

h e p a t e c t o m y N 。n－i c t e ri c I c t e ri c

O b

H b 5 ．8 1 士0 ．6 7

1 s t d a y 4 ．7 3 士0 ．3 4
宙

3 r d d a y 4 ．9 6 士0 ．41

7 t h d a y 5 ．5 1 士0 ．5 7

2 8 t h d a y 5 ．9 5 士0 ．3 4

5 ．9 5 士0 ．3 9

6 ．3 0 士0 ．3 4

5 ．21 士0 ．5 9

5 ．6 0 士0 ．6 2

6 ．1 1 士0 ．2 6

6 ．4 2 士0 ．6 7

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r t o

S e V e n d o g s ． O b ， b ef o re o b s tr u c ti o n こ H b ， b ef o r e

h e p a t e c t o m y ．
せ

， P く0 ．0 5 c o m p a r e d t o H b i n

n o n－i c t e ric g r o u p ．

T a bl e 2 ． C h a n g e s o f s e r u m G O T af te r 7 0 ％

h e p a t e c t o m y l n t W O g r O u P S

T i m e a ft e r S e r u m G O T くUl

h e p a t e c t o m y N o n－i c t e ri c I c t e ri c

O b 3 9 ．9 士 5 ．O

H b 4 0 ．6 士 1 5 ．3 2 6 0 ．0 士 2 4l ．1
ホ 水

1 d a y 2 8 1 ．3 士1 2 6 ．7
柚

3 5 9 ．1 士1 51 ．8
仙

3 d a y s 9 2 ．3 士 3 2 ．1 1 2 8 ．3 士 5 0 ．2

7 d a y s 6 9 ．0 士 2 6 ．0 6 9 ．3 士 i 8 ．0

2 8 d a y s 5 3 ．0 士 1 1 ．7 6 2 ．4 士 3 3 ．1

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r t o

s e v e n d o g s ．
木 奪

， p く 0 ．0 1 c o m p a r e d t o n o n
－i c t e ri c

g r o u p 了
拍

， P く0 ．01 c o m p a r e d t o H b i n n o n
－ic t－

e ri c g r o u p ニ
＋ 青

， P く 0 ．01 c o m p a r e d t o O b i n

i c t e ri c g r o u p ．



6 6 0

3 う 血清 G P T 値

無 黄痘群 で は肝切前67 ． 1 士4 2 ． 9 U く以 下
， 単位 省

略フか ら， 肝切後1 日目に 23 9 ．4 士10 5 ． 9 と 上昇 し， 以

後漸減 した． 黄痘群で は 閉塞前 89 ． 7 士8 4 ． 8 か ら
， 肝切

前 に 20 9 9 ．0 士2 7 9 4 ．6 と上昇 し， 以後漸減 した． 各時期

で 両群 を比較 す ると
， 両群間に 有意の 差 はな か っ たが ，

貴痘群 で高値 を示 す傾向が み られ た く表 3 I ．

り 血 清 A 工P 値

無黄痘群 で は肝切前 12 ．4 士6 ． 2 U く以 下， 単位省略う

であっ たが
， 肝切後 1 日目29 ． 7 士1 0 ． 2

，
3 日目52 ． 6 士

2 8 ．8 と上 昇 し
，
以後横這 い で あっ た ． 黄痘群 で は閉塞

前 8 ．9 士4 ．8 であ っ たが ，肝切前 に 265 ．3 士8 7 ． 6 と上 昇

し， 以後漸減した ． 各時期 の 両群の 値 を比 較す る と，

肝切前， 肝切後 1 日日 に は 無貴痘群に 比 し黄痘群 で有

意 に 高い 値 を示 した が， 3 日目以 後は有意差は な か っ

た く表4 う．

5フ 血清 y G T P 値

T a bl e 3 ． C h a n g e s of s e r u m G P T af t e r 7 0 ％

h e p a t e c to m y i n t w o g r o u p s

T i m e af t e r S e r u m G P T くUl

h e p at e c t o m y N o n －i c t e ri c I c te ri c

O b

H b 6 7 ．1 士 4 2 ．9

1 s t d a y 2 3 9 ．4 士1 05 ．9

3 r d d a y 1 7 6 ．4 士 9 2 ．6

7 t h d a y 1 8 7 ．0 士1 7 6 ．6

2 8 t h d a y l O 8 ．3 士 9 5 ．1

8 9 ．7 士 8 4 ．8

20 9 9 ．0 士2 7 9 4 ．6

1 0 71 ．6 士1 3 0 6 ．6

7 9 9 ．1 士 9 5 2 ．6

3 4 5 ．1 士 3 1 4 ．8

1 5 3 ．0 士 1 7 2 ．6

E a c h v al u e，r e P r e S e n t S th e m e a n 士S D i n f o u r t o
S e V e n d o g s ．

T a bl e 4 ． C h a n g e s of s e r u m A I P a ft e r 7 0 ％

h e p a t e c t o m y i n t w o g r o u p s

T i m e a ft e r S e r u m A IP くUl

h e p a t e ct o m y N 。n ，i ct e ri c I c t e ri c

O b

H b 1 2 ．4 土 6 ．2

1 s t d a y 2 9 ．7 土1 0 ．2

3 rd d a y 5 2 ．6 土2 8 ．8

7 th d a y 6 3 ．7 士3 6 ．8
せ

2 8 th d a y 5 7 ．8 士2 9 ．6

8 ．9 士 4 ．8

2 6 5 ．3 土8 7 ．6
輌 十 十

1 9 9 ．4 士8 8 ．7
抽 出

1 0 6 ．0 士8l ．4

1 0 5 ．9 士5 0 ．4

2 4 ．7 士1 3 ．2

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r t o

S e V e n d o g s ．
廿

，
r ef e r r e d t o t a b l e l こ

H
8 E

十 十

，

r e f e r r e d t o ta b l e 2 ．

無黄疫群 で は 肝切前 7 －4 士6 ■1 m uノm l く以 下， 単位

省田削 で あ っ た が， 肝切後 7 日目19 ． 4 士 1 5 ．8 ， 28 日日

17 ．5 士 12 ． 4 と 軽度上 昇す る傾向が み られ た
．
これ に対

し
， 黄痘群 で は 閉塞前 は3 ．7 士 1 ．2 で あ っ た が

， 肝切前

に 10 2 ． 1 士3 5 ． 9 と上 昇 し， 肝切後は漸減 した． 各時期

の 両群 の 値 を比較 す ると， 肝切前， 肝切後1 日 臥 3

日 目に は無黄痘群 に 比 し黄痘群で有意 に 高い 値を示し

た が
，
7 日目以後 は有意羞 は なか っ た く表5 ン

．

6 う 血 清総 ビリ ル ビ ン値

無黄痘群で は 全経過を通 じて変動 はな か っ た ． 黄痘

群 で は肝切前に 5 ． 9 9 士1 ． 33 m gノdl く以 下， 単位郵断

と上 昇 し
，
肝切後

，
黄痘解除 に よ り漸減 し， 7 日目に

は 1 ． 0 6 士0 ． 4 4 と正 常値と な っ た ． 各 時期の 両群の 値を

比較 す る と， 肝切前， 肝切後 1 日 目で は無黄痘群に比

し貴痘群で有意に 高 い 値 を示 した が ， 3 日目以後は有

意差 は なか っ た く表 6 I ．

7 1 へ パ プ ラス テ ン テ ス ト債

T a bl e 5 ． C h a n g e s of s e r u m r G T P af t e r 7 0 ％

h e p a t e c t o m y i n t w o g r o u p s

T i m e aft e r S e r u r n T G T P くm u ノm ll

h e p a t e c t o m y N o n －i c t e ri c I ct e ri c

O b

H b 7 ．4 士 6 ．1

1 st d a y 5 ．9 士 2 ．7

3 r d d a y 7 ．1 士 3 ．1

7 th d a y 1 9 ．4 士1 5 ．8

2 8 th d a y 1 7 ．5 士1 2 ．4

3 ．7 士 1 ．2

1 0 2 ．1 土3 5 ．9
柚 ナ ナ

5 5 ．0 士21 ．1
料 十 十

4 2 ．0 士1 4 ．6
出 土

2l ．8 士 6 ．9

1 1 ．6 士 9 ．6

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n ruOf

S e V e n d o g s ，
十

， P く0 ．0 5 c o r n p a r e d t o O b

i c t e ri c g r o u p ニ
H
8 E
＋ ＋

，
r e f e r r e d t o t a bl e 2 ．

O

n

t
．

1

T a b l e 6 ． C h a n g e s of s e r u m t o t al bilir u bi n aft e r

7 0 ％ h e p a t e c t o m y in t w o g r o u p s

T i m e af t e r S e r u m t o t al b ilir u b i n くm gノdり

h e p a t e c t o m y N o n －i c t e ri c I c t e ri c

O b

H b O ．6 3 士0 ．4 3

1 s t d a y O ．8 0 士0 ．3 5

3 rd d a y O ．77 士0 ．6 6

7 t h d a y O ．77 士0 ．3 8

2 8 t h d a y O ．53 士0 ．1 0

0 ．2 6 士0 ．1 1

5 ．9 9 士1 ．3 3
車 軸 貪

2 ．引 士1 ．0 2
鵜 礫 土t

l ．5 9 士0 ．77

1 ．0 6 士0 ．4 4

0 ．3 6 士0 ．26

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r to

s e v e n d o g s ．
桝
8 E
十十
， r ef e r r e d t o t a bl e 2 ．



閉塞性黄痘肝切除後の胆汁分泌能に 関 す る実験的研究

無黄痘群 で は肝 切 前 97 ．1 士2 3 ． 0 ％ く以 下
，
単位省

F削 で あ っ たが ， 肝切後1 日目 に 34 ■ 8 士8 ．6 と低下し
，

以後漸増し， 2 8 日目 に は91 ． 0 士27 ． 9 と回復 した． 黄痘

群 で も 閉塞前 128 ■ 6 士33 ■ 1
， 肝 切 前 121 ．3 士4 6 ．2 で

あっ たが， 肝切後 1 日目に 44 ． 9 士1 3 ． 2 と低下 し
，
以後

漸増し， 同様に 28 日日に は 112 ． 3 士5 8 ．

．9 と 回復 した．

各時期の 面群の 値 を比 較した が， 両群間に 羞 はな か っ

た く表 7フ．

8う 血清総胆汁酸値

無黄痘群で は肝切前は 10 ． 9 士5 ． 3 n M ノm l く以 下， 単

位省略う で あ っ たが ， 肝切後 1 日目， 3 日日 に 軽度 の

上昇を示 し， 7 日目以 後は肝切前 と同様の値 で あ っ た ．

黄痘群で は閉塞前は 8 ．6 士3 ． 4 で あ っ た が
， 肝切前に は

483 ．0 士1 8 3 ． 3 と上 昇 した ． 肝切後 1 日 目 に は 38 ． 7 士

2 1 ． 4 と 急速 に 低 下 し ， 以 後 横道 い を示 した． 各時期

の 両群 の 値 を比較 す る と ， 肝 切 前 と 肝切後 7 日 日

に 無黄痘群 に 比 し黄痘群 で 有意 に 高い 値 を示 し た

く表8 1 ．

5 ． 胆汁量 およ び胆汁の生化学的検査成績

無黄痘群肝切前 の 体重 当り 肝重畳 は2 7 ． 7 士3 ．6 gノ

k g くn ニ 2 21 で ， 黄痘群肝切前 の体重当 り肝重量 は

38 ．0 士5 ． 9 gノk g くn ニ 1 射で あ り， 1 週 間閉塞性黄痘 に

よる肝の膨張率 を次式の ごと く求め た．

膨張率 二 黄痘群肝切時の体重当り肝重量ノ無黄痘群

肝切時の体重当り肝 重量 ニ 38 ． 0ノ27 ． 7 こ 1 ． 3 7

この 膨張率 で 黄疫群肝切前の 肝重 量を除 し， 黄疫群

の 閉塞前の推定肝重量 を求め た．

1 ト胆汁重

体重当り胆汁量 は
， 無黄痘群 で は 肝切前 は 0 ． 7 1 士

0 ．2 5 m lノh ハ00 g liマ e r く以下， 単位省略うであっ た が ，

肝切後1 日目 に 0 ． 22 士0 ． 09 と低下 を 認 め， 3 日目 に

0 ，5 2 士0 ． 17 と肝切 前 の 値近く ま で 回循 し， 以後横道 い

T a bl e 7 ． C h a n g e s of h e p a pl a s ti n t e s t af t e r 7 0 ％

h e p a t e c t o m y i n t w o g r o u p s

Ti m e af t e r H e p a pl a s ti n t e st く％I

h e p a t e c t o m y N o n－i c t e ri c I c t e ri c

O b

H b 9 7 ．1 士2 3 ．0

1 s t d a y 3 4 ．8 士 8 ．6
抽

3 r d d a y 4 4 ．0 士 7 ．4
如

7 t h d a y 8 2 ．0 士1 1 ．2

2 8 th d a y 91 ．0 士2 7 ．9

1 2 臥6 士 33 ．1

1 21 ．3 士4 6 ．2

4 4 ．9 士1 3 ．2
十 貪

53 ，4 士1 3 ．6
十

1 0 0 ．0 士2 7 ．1

1 1 2 ．3 士5臥9

E a c h v al u e r e p r e s e n ts th e m e a n 士S D i n f o u r t o
S e V e n d o g s ．

十

，
r ef e r r e d t o t a bl e 5 ニ 軸 8 E

十 ナ
，

r ef er r e d to t a bl e 2 ．

6 61

を示 し た ． 黄痘群 で は 閉塞前は 0 ． 6 7 士0 ． 3 1 で あっ た

が
， 肝切前 に 0 ． 9 2 士0 ． 2 8 と や や上 昇した． 肝切後 1 日

目 に は 0 ．2 8 士0 ． 1 9 と 低 下 を 認 め， 3 日 目 に 0 ．7 2 士

0 ． 35 と 回復 し
，
7 日 臥 28 日目で はさ ら に 増加 した ．

各時期の 両群の 億 を比較す る と， 3 日目以後は無貴痘

群に 比 し黄痘群 で 高い 値 を示 す傾向が み られ ， 7 日目

で は黄痘群 で有意に 高 い 値を示 した く図9ン．

肝重 量当り胆汁量 は無黄痘群 で は肝切前 は 2 ． 5 5 士

1 ． 0 0 m ll h 11 0 0 g li v e r く以下， 単位省略l で ， 肝切後

1 日目で はや や 低下 し た． 肝切後3 日目に 3 ．8 4 士1 ． 6 1

と肝 切前 に 比 し増加 し， 以後 漸減 し， 28 日 目で は

2 ． 0 8 士 0 ．2 7 とな っ た
． 貴痘群 で は閉塞前は 2 ．7 6 士1 ． 3 1

で肝切前 に は著変は なか っ た ． 肝切後1 日目に 3 ． 1 1 士

3 ． 2 7 と やや 増加 し， さ ら に 3 日日5 ． 0 3 士1 ． 94
，
7 日目

5 ． 4 5 士2 ． 3 4 と増加 し， 2 8 日目で も 4 ． 39 士1 ． 6 7 と肝切

前 に比 し増加 して い た ． 各時期の両群の値 を比較す る

と
， 肝切後 7 日目， 2 8 日目で は無貴痘群 に比 し黄症群

で有意に 高 い 値を示 した く図 10さ．

2 1 胆汁 p H 億

無黄痘群 で は肝切前 は7 ． 5 6 士0 ． 1 8 であ っ たが
， 肝切

後 1 日目 に 7 ． 78 士0 ． 1 6 と上 昇 し， 以後漸減 した． 黄痘

群で は閉塞前 7 ． 6 9 士0 ．1 5 で あっ たの に対 し， 肝切前に

軽度低下 し，肝切後 1 日日 に 7 ．2 4 士0 ．2 8 と さ ら に低下

し， 以 後も 低値 を維持 した． 各時期の両群の値 を比較

す る と， 肝切後 1 日 臥 3 日目で は無黄痘群 に 比 し黄

痘群で 有意 に低 い 値 を示 した く表 91 ．

3 フ 胆汁申渡透圧

無黄痘群で は肝切前287 士15 m E q ハ く以下， 単位省

略う で， 肝切後 7 日目ま では ほ ぼ肝切前と同様の値 を

示 したが
，
2 8 日目の み 310 士 8 とや や高い 値 を示 した

．

黄痘群で は 閉塞前 293 士10 で
， 肝切前 に 315 士1 7 とや

や 高い 値 を示 し たが， 肝切後 は閉塞時と ほ ぼ同様 の 値

T a bl e 8 ． C h a n g e s of s e r u m t o tal bil e a cid af t e r

7 0％ h e p a te c t o m y l n t W O g r O u p S

T i m e af t e r S e r u m t ot al bil e a cid くn M l rn り

h e p a t e c t o m y N 。n －i c t e ri c I c t e ri c

O b

H b l O
．9 士 5 ．3

1 s t d a y 2 8 ．0 士 21 ．5

3 r d d a y 4 B ．5 士71 ．2

7 t h d a y l l ．8 士 5 ．6

2 8 th d a y 1 2 ．8 士 4 ．5

8 ．6 土 3 ．4

4 8 3 ．0 士1 8 3 ．3
ヰ ホ十 ナ

3 8 ．7 士 2 1 ．4

5 臥6 士 3 7 ．9

3 7 ．7 士 2 4 ．3
轟

2 6 ．1 士 2 9 ．1

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r t o

s e v e n d o g s ．
ヰ

， p く 0 ．0 5 c o m p a r e d t o n o n
－i c t e ri c

g r o u p ニ
頼
8 E

柚
， r ef e rr e d t o t a bl e 2 ，



6 6 2 秋

を示 した． 各時期の 両群 の 値 を比較す る と， 肝切前で

は 無黄痘群 に 比 し貴痘群で有意に 高い 値 を示 した く表

1 0I ．

4 1 胆汁中胆汁酸値

i ． 総胆汁酸

胆汁 中総胆汁酸濃度 は 無黄痘 群 で は 肝切 前 は

15 ． 3 士5 ． 1 m gノm l く以下， 単位省略1 で あっ たが ， 肝切

後 1 日目に 9 ． 6 士4 ． 0 と 低下 を認め， 以後漸増 し， 2 8 日

目 に は 16 ． 8 主5 ． 0 と 回 復 し た． 黄痘群 で は 閉塞前 は

17 ．0 士5 ．8 であ っ たが， 肝切前 に 10 ．1 士3 ． 5 と低下 し
，

川

0 ．5

．

享
q

旦
主
さ
E

宣
0
一

－

む

二

田

O b H b 1 3 7 2 8

T irTC aft e r h e p a t e ct o m y くd a yJ

Fi g ． 9 ． C h an g e S Of h a p a ti c b il e fl o w r a t e p e r u n it

b o d y w ei gh t a ft e r 7 0 ％ h e p a t e ct o m y i n t w o

g r O u p S ．

0 － 0
，
n O n

．i ct e ri c g r o u p i ■
－ ■

，
i c t e ri c g r o u p ．

E a c h v al u e r e p r e s e n t s th e m e a n 士S D i n f o u r t o

S e V e n d o g s ． ホ ホ ， r ef e r r e d t o F i g ． 5 i 宙 宙 ， p く0 ．

0 1 c o m p a r e d t o H b i n n o n
．i c t e ri c g r o u p i O b

r ef e r r e d t o F i g ． 3 i H b ， r ef e r r e d t o F i g ． 2 ．

T a bl e 9 ． C h a n g e s o f p H i n bil e a f t e r 7 0 ％

h e p a t e c t o r n y i n t w o g r o u p s

T i m e a ft e r p H in bil e

h e p a te c to m y N o n －i c t e ri c I c t e ri c

O b 7 ．6 9 士0 ．1 5

H b 7 ．5 6 士0 ．1 8 7 ．4 6 士0 ．3 2

1 st d a y 7 ．7 8 士 0 ．1 6 7 ．2 4 士0 ．2 8
ホ ホ

3 r d d a y 7 ，51 士0 ，1 4 7 ．0 8 土0 ．21
粕 十 十

7 th d a y 7 ．0 5 士0 ．4 2
せ
7 ．31 士0 ．1 9

2 8 th d a y 7 ．1 2 士0 ．4 7 7 ．21 士0 ．3 2

E a c h v al u e r e p r e s e n ts th e m e a n 士S D i n f o u r t o

s e v e n d o g s ．
介

，
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肝切後 1 日目 に さ ら に 6 ． 8 士2 ． 6 と 低下 し
，
以 後漸増

し
，
2 8 日 目に は 21 －4 士7 ． 9 と な っ た

． 各 時期の 両群の

値 を比較す る と
，
無黄痘群 に比 し黄痘群 で肝切後7 日

日 に 有意に 高い 値を示 した く図1 い．

肝重量当り総胆汁酸排泄率は無黄痘群 で は肝切前は
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たが
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38 － 8 士24 ． 7 とや や増加 し
，
以後横這 い で あっ た

． 貴痘

群 で は 閉塞前 は 50 ． 1 士3 9 ．9 で あ っ た が ， 肝 切 前 に
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さらに 低下 し， 3 日目以後漸増 し， 2 8 日目 に は 99 ． 3 士

6 7 ． 2 とな っ た ． 各時期 の両群の 値 を比較 す ると， 無貴

痘群に 比 し黄痘群で ， 肝切後
7 日目に 有意 に 高い 値 を

示し， 28 日目で も同様の 傾向を示 した く図121 ．

ii ．
コ

ー ル酸

無費痘群 で は肝切前は 85 ． 4 士1 0 ． 0 ％ く以下， 単位省

晰 で あ っ たが ， 肝切後 1 日目に は 90 － 8 士 7 － 0 と軽度

の上昇傾向を示 し， 3 日目， 7 日目 と横道い し， 2 8 日

目に は73 ．8 士5 ．8 と 低下 し た． 黄痘群 で は 閉塞前 は

78 ．9 士1 1 ． 9 で あ っ たが ， 肝切前は 87 ． 1 士7 ． 8 と上昇 を

認め， 肝切後 1 日目 に 78 ． 7 士9 ． 3 と低下 し， 3 日日，

7 日目に 再び上 昇 し， 2 8 日目 に は 69 ．8 士9 ． 8 と低下 し

た． 両群間 に有意の 菱 はな か っ た く表 11う．
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iii ． デオ キ シ コ ー ル 酸

両群 で 全期間を通 じ検出さ れな か っ た く表 1い．

i v ． ケ ノ デ オ キ シ コ
ー ル 酸

無黄痘群 で は肝切 前は 14 ． 4 士9 ． 8 ％ く以下， 単位省

略I で あっ た が ， 肝切後1 日目に は 9 ． 2 士7 ．0 と低下 を

認 め， 3 日 乱 7 日 目と 横道 い を示 し， 28 日 目 に は

25 ． 9 士5 ． 5 と上 昇 した ． 黄痘群 で は閉塞前 は 21 ． 0 士

1 1 ． 8 で あ っ た が
， 肝切前に 12 ．9 士7 ．8 と低下 を認め

，

肝切 後1 日目 に 上昇 し， 3 日目に 再び低下 し， 以後漸

増 した． 各時期の両群の値 を比 較す ると ， 肝切後 1 日

目 で無黄痘群 に 比 し黄症群 で 有意 に 商 い 値 を示 し た

く表 11I ．
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6 6 4 秋

両群で全期間 を通 じ検出さ れ なか っ た く表 11J ．

Y i ． ウル ソ デ オ キ シ コ
ー

ル 穀

雨群 で 全期間を通 じ 1 ％以下 と 微量 で あ っ た く表

1い．

Vii ． 肝重量当り胆汁量と総胆汁酸排泄率 の相関関係
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c 。n t r Ol の 回 帰 直 線 は y
ニ 0 ． 0 2 9 x ＋ 1 ． 3 7 で あ っ た

く図13I ． 肝切前の 黄痘群 で は利胆 効率 を示 す回 帰直線

の傾き が増加す る傾向と ， 胆汁酸依存性胆汁量 を示 す

回帰直線 の y 軸 へ の 外挿値が軽度低下す る傾向が見

られ た く図 抽 ． 肝切後 1 日目 で も 同様 に 両群と も に

回帰直線の傾き の 増加す る傾向と ， y 軸外挿値の 低下

がみられた． 両群間の 比較で は y 軸外挿値が無黄痘群

に比 し黄痘群 で低い 値 を示 した く図1 5う． 3 日目 で は

両群とも に C O n tr O l に 比 し， 回 帰直線 の 傾 きが 増加す

る傾向が みら れ， 両群間の 比較で は y 軸外挿値 が無黄

痘群に 比し黄痘群で高 い 値 を示 した く図 16う． 7 日日

で は無黄疫群で は回 帰直線の 傾き は c o n t r ol に比 し増

加がみら れた が， y 軸外挿値 は低い 値 を示 した． 黄痘群

では c o n t r o l と 差 は な く， 両群 問 の 比 較 で も羞 は な

か っ た ．
す なわ ち

，
先に 述 べ た 黄痘群の 7 日日 にお け

る肝胆汁量の増加 は胆汁酸依存性胆汁量の増加 に よ る

もの が 主である と理 解さ れ た く図17フ． 2 8 日目 で は 両

群とも有意の 相関関係 はみ られ な か っ たが， 各点の 分

布は7 日目と同様 の 傾向 を示 し， 黄痘群 に お け る肝重

量当り肝胆汁量の増加 は胆汁酸依存性胆汁の 増加 に よ

るも のと理解 され た く図 18フ．

5 1 胆汁中総 ビリ ル ビ ン値

胆汁中総 ビ リ ル ビ ン濃度 は無黄痘群で は肝切前 は

39 ． 3 士 16 ． 1 m gノ劇 く以 下， 単位省略1 で あ っ た が， 肝

切後1 日目に 12 3 ．8 士3 9 ． 6 と上 昇 し， 以後漸減 し， 2 8
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66 5

日日 に は 49 ． 4 士1 9 ．4 と な っ た ． 貴痘群 で は 閉塞前 は

80 ． 3 士6 0 ． 9 で あ っ たが
， 肝切前 に 28 ． 1 士2 9 ． 9 と低下

を認め， 肝切後 1 日目に 134 ．2 士68 ．0 と上昇 し， 以後

漸減 し，2 8 日目 に は 38 ． 9 士2 5 ．6 と なっ た ． 各時期の両

群の値 を比 較す る と， 3 日目以後 は無黄痘群 に 比 し，

黄痘群 で やや 低い 値 を とる傾向が みら れ， 7 日目 で は

有意 の 黄痘群 で 低い 値 を示 した く図19ン．

肝重量当り胆汁中総 ビリ ル ビン排泄率は， 無黄痘群

で は肝切前は 0 ． 9 3 士0 ． 3 4 m gJ h1 1 00 g li v e r く以 下， 単

位省略う で あ っ たが ， 肝切後1 日目2 ． 8 7 士1 ． 6 7
，
3 日

目 3 ．4 9 士2 ． 0 8 と増加 し， 7 日目， 28 日目に は低下 し，

肝切 前 と 同様 の 値 を 示 し た． 黄痘 群 で は 閉塞前 は

1 ． 7 0 士0 ． 3 8 で あ っ た が， 肝切 前に 0 ． 94 士1 ．3 5 と低下

を認め
，
肝切後 1 日目に 3 ．4 2 士2 ． 1 0 と増加し， 以後漸

減 し， 28 日日 に は 1 ． 4 4 士0 ．7 3 と な っ た
． 各時期の 両群

の 債 を比 較 し た が ， 有 意の 差 は み ら れ な か っ た く図

20I ．

6 1 胆汁中 N a
＋

値

胆汁中 N a
＋ 濃度 は， 無貴痘群 で は肝切前は 18 1 ． 7 士
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値 と な っ た ．
い ずれ の 時期 で も

，
両群 間に 有意の差 は

み られ な か っ た く図21コ．

肝重量当り胆汁中 N a
＋
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す な わ ち

， 無黄痘群で は， 肝

切前 は 0 ．4 7 0 士0 ． 20 8 m E qJhノ10 0 g li v e r く以下， 単位

省略う であっ たが ， 肝切後 1 日目 に 0 ． 3 5 3 士0 ． 1 5 2 と
，

軽度低下し， 3 日目 に 0 ．6 0 4 士0 ． 2 7 5 と増加 し， 以後漸
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肝切後 1 日目 で は 変化 は な く
， 肝 切 後 3 日目 から

0 ． 78 7 士0 ． 3 1 0 と増加 し， 7 日 臥 28 日 日と高値を示し

た
． 各 時期の 両群の 値 を比 較す る と， 肝切後 7 日乱

28 日 目で 無黄痘群に 比 し黄痘群 で有意 に 高 い値 を示

した く図221 ．
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は閉塞前は 71 ． 4 士1 0 ． 2 で あっ た が
，
肝切前に 118 10 士

1 1 ．6 と上 昇し， 肝切後漸減 し， 28 日目 に は 92 ． 6 士9 －2

とな っ た ．
各時期の両群の値 を比較す ると ， 肝切 軌

肝切後1 日目， 3 日目 では 無黄痘群 に 比 し黄症群で有

意に高い 値を示 した く図 23う．

肝重量当り胆汁中 C 卜 排泄率 は， 無黄痘群で は肝切

前は0 ．1 8 7 士0 ． 0 84 m E ql h1 1 0 0 g li v e r く以 下， 単位省

略うであ っ たが ， 肝切後 3 日日 に 0 ． 35 7 士0 ． 1 6 2 と上 昇
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し ， 以後漸減 した ． 黄痘群で は閉塞前は 0 ． 18 2 士0 ． 10 1

であ っ た が， 肝切前に 0 ． 32 0 士0 ．1 3 5 と上 昇 し， 肝切後

3 日目に 0 ． 5 5 2 士0 ．1 9 6 と さ ら に増加 し
，
7 日目， 2 8 日

目 も高値 を維持 した． 各時期の 両群 の値 を比較すると ，

肝切前， 肝切後 7 日 目， 2 8 日目で 無黄痘群 に比 し黄痘

群で有意に 高 い 値 を示 した く図24J ．
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34 ． 3 士1 1 ． 9 で あっ たが
， 肝切前 に 21 ． 2 士9 ． 2 と低下 を

認 め， 肝切後 1 日目に さら に 10 ． 0 士4 ． 6 と低下 し， 28

日目ま で低値 を維持した ． 各 時期の 両群の値 を比較 す

る とt 肝切前か ら肝切後 1 日 臥 3 日目， 7 日日， 2 8

日目の全経過 を通 じ無貴痘群 に 比 し黄痘群で有意に 低

い 値 を示 した く図25う．

肝重量当り胆汁中 H C O 盲 排泄率 は 無黄痘群 で は肝

切前 は 92 ． 8 士5 1 ． O iL E ql h 11 0 0 g li v e r く以 下， 単位省

略I で あっ たが
，
肝切後 1 日目に 83 ． 9 士3 1 ．0 と軽度の

低下 を認 め， 3 日目に 10 4 ． 0 士2 9 ．6 とや や上 昇 し， 以

後漸減 した． 黄症群で は閉塞前は 91 ． 4 士4 1 ．0 であ っ た

が
， 肝切前に 低下 し， 肝切後 1 日目に 29 ． 1 士3 2 ． 3 とさ

らに 低下 した が ，
3 日目に は 68 ． 2 士4 5 ． 7 と肝切前 とほ

ぼ同様の 値に 戻り， 以後横道い で あ っ た ． 各時期の 両

群の債 を比較す る と， 肝切後 1 日目で は無黄症群 に 比

し黄痘群で有意 に低い 値 を示 した く図261 ．

考 察

閉塞性黄症肝切除後の肝再生 に 関す る実験的研究 は

193 1 年の M a n n らりの報 告 を は じめ と して 多 く 行わ

れ てい る
2卜 11I

．
こ れ らの 従来の閉塞性黄痘肝切除に 関

す る実験 は， 肝再生能， 肝の代謝あ るい は肝予 備能 な

どに つ い て検 討して い るが ， 肝 の もう 一

つ の重要な機

能である胆汁分泌 につ い て ， 閉塞性黄症肝切除後の再

生肝で検討 した報告は例 をみ な い ．

一 方， 胆汁分泌機構に つ い て は， こ れ ま で胆汁生成

部位 に よる胆汁分画 を基礎 と して， 多 くの研究が な さ

れ て きた． す な わ ち， 胆汁分画は， 肝細胞で生成さ れ

毛細胆管 へ 分泌され る毛細胆管膿汁と細胆管及 び こ れ

よ り遠位側胆管 で生成 され る細胆管巌汁 と に 分け ら

れ， 毛細胆管胆汁はさ らに 胆汁酸依存性胆汁と胆汁酸

非依存性胆汁 に 分け られ る
1 2 卜 岬

． こ れ ら の 概念は ， エ

リス リ ト
ー ル や マ ン ニ ト

ー ル を用い た ク リ アラ ン ス 法

に よ り測定され た毛細胆管胆汁量の 定量に 基づ き確立

され た もの で あり3 2 ト 3 71 ， また， 胆汁量と胆汁酸排泄率

との 相関関係 か ら胆汁酸依存性胆汁と胆汁酸非依存性

胆汁 に分 ける概念が確立さ れ て きた
1 3 ト 岬

． しか し， 最

近， こ の様な 生成部位 に よ る胆汁 の 区分け に 矛盾す る

報告が散見 され， N a
＋
K
＋
a d e n o si n e － t ri p h o s p h a t a s e ，

N a
＋
H
＋
a n ti p o rt ， C a r b o n i c a nl 1 y d r a s e な どの 面か

ら新 たな胆汁排泄機構 が論 じら れ る よう に な っ てき て

い る
17 ト 1 9I

．
こ の ように 胆汁分画の存在自体が不 確か な

も の とな っ て き て い る もの の ， 胆汁分泌機構 の主 体が

胆汁酸 に よ る こ と は変わ り なく ， 胆汁酸と の 関連 に お

い て他の 胆汁分泌機構の解明が試み ら れて い る と言 え

る．

そ こで
， 著者 は これ ま で の胆汁分泌機構 に 関す る知

見に 基づ い て， 閉塞性黄痘肝切除後の再生肝 に お ける

胆汁分泌能 に つ い て胆汁分析， 肝組織血 軌 病理組織

学的所見な どか ら検討 を加 えた ．

閉塞性黄痘肝 切除後の病態 に つ い て は， 閉塞性黄痘

が肝重量再生に ，
い か な る影響 をお よ ぼす か に つ いて

す ら見解の 一 致 は み られ て い な い ．
こ れ ま で の 多くの

報告で は肝切後も閉塞性黄痘 を継続 した もの が多く，

必ずし も臨床に 則 して い な い ．
そ こ で

， 著者 は肝切前

に 黄痘 を作製 し， 肝切時に 同時 に滅黄処置も行 っ た．

著者の 実験成績 で は 4 週目ま で の全経過 を通 じ， 無黄

痘群 に 比 し， 黄痘群 で 肝重量 回復率 の 低下が みられ
，

病理組織学的所見と も 一 致 した．
しか し

，
こ の 結果は

黄痘群 の 全肝重量を黄痘作製後の 切除肝重量 から計算

した も の であ り， 閉塞性黄痘 に よ っ て腰大 した肝が肝

切除時に同時に 行わ れた 減黄に よ っ て縮小 す る こ とを

考 えに い れ れば
，
黄疫群の 真の 肝重 量回復の 遅延は著

者の実験成績で 示 さ れた ほ ど著名な も の で はな い ．

肝血流が胆汁分泌に 及ぼ す影響や ， 再生肝や閉塞性

費痘肝 に お け る肝血流量 に 関 して も幾ら か の 知見が得

られ て い る
． 肝血流の低下が胆汁量や胆汁組成に影響

を及ぼ す と 言う報告
3 8 ほ9ナ
も あるが ， 一 般 に は肝血流の

低下 に 対 してか な りの 許容範囲を持 ち， 影響 を受けな

い と され て い る 叫 叫 ． また
， 再生肝 に お い ては， 過去に

肝血管床の減少 に 伴い 門脈圧の冗進 をき た し， 単位肝

重量あた り肝組織血流量 が増加す る と言う 報告
42I
もみ

ら れ たが
，
こ れ ら の 報告は肝血流量 を実測 したもの は

少な く， 病理組織学的所見 な どか ら推測 した ものが多

い
． 著者の 実験成績 で は肝切後 に は若干 の肝組織血流

量 の低下 傾向が み られ ， 津村431 の報告と も ほぼ 一 致し，

後に 述 べ る肝切除後 の肝胆汁量 の増加 に 肝組織血流量

が 関与 す る可能性は少 ない と思 わ れ た．

一 方 ， 閉塞性

黄痘肝 の 肝血 流 に つ い ては ， 著者の 実験成績で は肝切

前 に肝組織血流量の低下が み ら れ，S t ei n e r ら
刷
の 組織

学的所見か らの 見解 と 一 致 した． しか し， 肝切除後は

無黄痘群と黄痘群の間に 羞は な か っ た ．
す なわ ち

， 閉

塞性黄痘は胆道系の 拡張 に と も ない ， 肝 内の 門脈系を

圧排， 締小 し， 肝組織血 流量 を低下 さ せ るが ， 適切な

減黄が行わ れ れ ば， 肝切除 に も か か わ らず， 短 期間に

肝血 流量の 回復が み られ る と思われ た．

肝の 病理組織学的所見で は胆汁う っ 滞は黄痘群で 高

度 に み られ た が， 無黄痘群 で も 軽度 に 認め ら れた． 黄

痘群 に お ける胆管炎の 所見 は肝切後早期 に 消失し， 血

液生化学的検査所見 とも
一

致 した． 肝再生像 は無黄痘

群に 比 し黄痘群 で は その ピ
ー

クが遅 れ て 出現し， 2 8 日

目で も 中等度の肝再生像が持続 して み られ た ．

こ の肝

再生の遅延 は後 に述 べ る 7 日 乱 28 日 目 に お ける費痘

群の胆汁量 お よび胆汁酸排泄率の増加に 関係する 可能
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性があ ると 思わ れ た．

肝切除後再生肝の血液生化学的検査成績の 推移 に つ

いて は， 無貴痘群で は従来の成績と ほ ぼ同様 の傾向 を

示 した
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．
これ に 対 し， 黄痘群 で は単純閉塞性黄痘解除

後の推移 と著明 な菱は なく
棉
， 閉塞性黄痘肝 70 ％切除

後の 残存肝が肝機能を代償す るだ けの 肝予備能を有 し

てい た こ と を示 す も の と思わ れ た． ま た， 血中総胆汁

酸値に つ い て も単純閉塞性黄痘解除後の 変化 とほ ぼ 同

様に費痘群で は肝切除後 に 急速な低下 を認 めた ．

著者の実験で は胆汁採取 を無麻酔下と した た め， 実

験の全経過 を通 じ， 胆汁は完全外療 と した．
さ らに

，

肝切前の胆汁 を無麻酔下で得る た め， 肝切 前あるい は

閉塞性黄痘作製前に 1 週間の 外療期間 をお い た． また ，

胆汁量ある い は胆汁組成を解析す る に 際 して， 肝重量

当りの 機能を評価 す るた め に ， 胆汁量 で は体重 当り胆

汁畳を求め る とと も に ， 肝重量当り胆汁量 を求め， 胆

汁組成で は濃度と と も に 肝重 量当り排泄率 を求め た．

肝重量当り胆汁量 が肝切除後 に 増加 す る こ と は よく

知られ てい る． 著者の 実験成績 で も肝重量当り胆汁量

は無黄痘群， 黄痘群 と も に肝切前に 比 し肝切後に冗進

し
， 無責痘群 に 比 し貴痘群 で よ り冗進 す る傾向が み ら

れた．
この 肝切後の 胆汁量の 増加の 原因に つ い て は報

告者に よ りか な り見解が異な る． S a n z ら
欄 は肝切後 に

胆汁酸依存性胆汁の増加 と非依存性胆汁の減少 を認

め， p e ri p o r t al a r e a の 肝再生が先行す る こ とが こ の変

化に 関与する と述 べ て お り， U e s u gi ら
4 81
は肝切後早期

の胆汁量の増加は胆汁酸の利胆効率が増加 す るた め で

あると推察 して い る．

一 方
，
I ch ik a w a ら 頼 は肝切後 に

胆汁酸非依存性胆汁排泄の冗進 を認め た と報告 し， 太

田瑚 は肝切後の胆汁量 の増加 に H C O 言 渡度 の 増加 を

伴う こ とか ら， 細胆 管レ ベ ル での 胆汁分泌冗進で ある

と推察 してい る． 著者 の 無発症群の実験成績 をみ る と，

肝切後3 日目 に 肝切前に 比 し， 肝重量当り胆汁量の増

加をみたが ， 7 日目以後 は， 肝切前 と有意 の差 はな く

なっ た
． 胆汁量 の増加を見た肝切後 3 日 目の 胆汁組成

を見て み ると， 胆汁中総胆汁酸濃度 は低下 し， 胆汁中

総胆汁酸排泄率 は肝切前と ほぼ 同様の 値 で あ っ た ． 胆

汁畳と総胆汁酸排泄率の 相関関係 を みる と ， 胆汁酸非

依存性胆汁量 を示 す y 軸外挿値 は c o n t r ol の 値と 差は

なく
， 胆 汁酸の 利胆効率を示 す 回帰直線の傾 きが 前の

値に比 し増加 して い た ． ま た
，
胆管性胆汁分泌 を示 す

と考 え ら れ て い る H C O 盲 排泄量 の 増加 は み ら れ な

か っ た
． 以上 の成績か ら， 無黄痘群 に お ける肝切後 3

日目の 肝重量 当り胆汁量の 増加は胆汁酸の利胆効率の

増加に よる こと が示 され た．
こ の 利胆効率の 増加の原

因とし ては
， 胆汁酸 の種類の 変化が考 え られ る． 著者

の 実験で は全期間を通 じ総胆管外療 と し たた め， 胆汁
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酸の種類 は 一 次胆汁酸の み とな り， 肝切後 に は C A の

増加と C D C A の低下を みた が， こ の変化が 利胆効率に

影響 をお よ ぼ した と は考 え難 く， さ らに詳細 に つ い て

は各種 の胆汁酸の抱合形態の検討が必要と思わ れ た．

一 方， 閉塞性黄痘解除後胆汁量の変化に つ い て は，

白川 抑 は， 閉塞性黄痘解除直後 に は胆管上皮性の水分

電解質分泌機構が胆汁分泌量 に 大き く影響を及 ぼ す と

述 べ て い る． ま た， P r ei si g ら
5 り
も 臨床例で閉塞性黄痘

解除後の胆汁量の増加 は胆管性の分泌冗進 であろう と

推察 して い る．

一

般 に は 臨床例で は P T C D 後の 胆 汁分

泌量 は必ず しも冗進は み られ ず， む しろやや 減少 す る

こ とが 多い と考 え られ てい る． しか し， 時に 1 日 10 0 0

c c 以上の 多量胆汁症例 の報告も みられ ， 永川ら
5 21 はや

はり こ の 元進 に は H C O 盲の 濃度の 上 昇 を見 る こ と か

ら胆管性の分泌冗進の関与 を推察 して い る．
こ の よう

に
， 閉塞性貴痘解除後に は必ずし も胆汁分泌 に 冗進は

み ら れず， 冗進 をみ る もの で は H C O言渡度の上 昇 を伴

う こ とか ら
，
胆管性分泌 の冗進が関与す る と い う考え

が
一 般的で ある． 著者の黄痘群 の実験成練を見 る と 3

日目で は無貴痘群 と同様 に 胆汁量 の増加 を認 め， その

胆汁組成 を見る と，膿汁中総胆汁酸濃度 およ び排泄率，

胆汁畳 と総且巨汁酸排泄率 の相関関係か ら求め た胆汁酸

非依存性胆汁量や利胆効率 な ど， い ずれも 無黄痕群と

同様の傾向を示 し， その膿汁量の増加は胆汁酸 の 利胆

効率の増加 によ る と考え られ た． しか し， 肝切後 7 日

目で は， 3 日目と異 な り， 無黄痘群で は胆汁量が肝切

時の備 に 近 く復す る の に 対 し， 黄痘群で はさ ら に 増加

し
，
無貴痘群 との 間に 有意の菱 を認 め

，
2 8 日目 で も同

様 の傾向がみ られ た． 貴痘群 の胆汁中総胆汁酸値 の推

移 を見る と， 肝切前に 低下 し肝切後 3 日目か ら増加 し，

7 日目で は無黄痘群 に 比 し， 濃度
，
排泄率と も に 有意

に 上 昇 した．
28 日目で は， 検索頭数が少 なく， 有意差

は ない も の の
，
7 日目 と同様 の傾向を示 した ． 月員汁量

と総胆汁酸排泄率と の 相関関係 を見ると ， 胆汁畳 の両

群間の善が特 に 著明で あ っ た肝切後 7 日目で は ， 黄痘

群 で は回 帰直線 の 傾 き と y 軸 へ の 外挿値 の 両者 と も

c o n t r ol と差 はな く
，
ま た， 無黄症群の 肝切後 7 日日の

回帰直線と の間 に も 差はみ ら れず， 黄痘群で は胆汁酸

排泄の 増加に と もな い ， 胆汁量が 増加 してい る こ とが

わ か る． 黄痘群の胆汁中 H C O 言渡度は肝切後全期間を

通じ， 無黄痘群 に 比し有意に 低い 値 を示 した が ， 肝重

量当り H C O 盲 排泄率 で み る と， 肝切後1 日目の黄痘群

を除き有意の差 はな く， 胆汁量の増加 に よ り見か け上 ，

濃度 の 低下を示 した と思わ れ た． しか し， 肝切後 1 日

目で は無黄痘群 に 比 し， 排泄率で も有意に 低い 値 を示

した．
こ れ は

，
従来 の 胆汁中 H C O 盲排泄機構の考 え か

ら は胆管性胆汁分泌 の低下 を意味す る と こ ろ で あ る
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が
，
先 に述 べ た 諸家の 報告 に よる 閉塞性黄痘解除後の

胆汁中 H C O盲排泄の 克進 とは
一

致 しな い ．
しか し

， 胆

汁中 H C O盲 排掛 こ関して は， 最 近 E rli n g e r ら
1 8
切 述

べ る H
＋
N a
＋
a n ti p o rt の関与や ， H o ff m a n n ら

1 射
の 言

う ch o l e －h e p a ti c r e c y cli n g な どの 考 えか ら， 新 しい 排

泄機構が解明さ れつ つ あり， 今後 の こ の よ う な新 し い

胆汁排泄機構の解釈か ら， 閉塞性黄痘肝切除後の 胆汁

中 H C O 言排泄の 低下が説明 され る こ と が 期待さ れ る．

しか し
，
い ずれ に せ よ， 著者の 実験で は 貴痘群の胆汁

量 の 増加 に 胆管性胆汁分泌が関与 す る可能性 は少な い

と思わ れ た． 胆汁中 E C O 言渡度 は肝切前 か ら肝切後 3

日目 まで閉塞前に 比 しや や低下 す る傾向を み， 7 日目

か ら 閉塞前 と同様 の値 を 示 し た．
こ の 変動 は 胆汁中

N a
十
が 胆汁中胆汁酸の C O u n t e r C a ti o n と して排 泄さ

れ るた め胆汁酸排泄の変動の影響 を受 ける もの と推察

され た． また ， 黄痘群 の胆汁 C 卜 は肝切後 1 日日 に増

加 し
，
以後漸減 したが ， これ は H C O 言 や胆汁酸な どの

他 の 陰イ オ ン濃度の低下 に対 す る代償性の増加 と思わ

れ た
． 胆汁中 p H の 変化 は胆汁中 H C O 言 濃度の 変化を

ほ ぼ反映 した も のと思 われ た ．
ま た

， 黄痘群 に お ける

肝切前の胆汁申渡透圧 の増加 は Cl
一

浪度の増加 を反映

して い る もの と思わ れ た． 以 上 の考察か ら， 閉塞性黄

痘肝切除後の胆汁量の増加は胆汁中へ の 胆汁酸排泄の

増加に 起因 し， 剛胆効率の増加 や
，
胆管性胆汁分泌の

関与は少な い と考 えられ た．

さて， 閉塞性黄痘肝切除後 の胆汁酸排泄の元進の 原

因につ い て は， 閉塞性黄痘解除後 に胆汁酸排泄が冗進

したと言う報告はな く， 肝再生 に起因す る もの と考え

られ る．
こ の現象 を再生肝の肝予備能と い う点か ら推

察す る と
， 無黄痘群で は 70 ％肝切除後の再生肝 は胆汁

分泌と い う機能面か ら は
一

時的な膿汁酸の 利胆効率の

変化を きた したの み で， 肝切後 7 日目に は ほぼ 生理的

な状態近く まで 復帰した の に 対 し， 黄痘群 で は機能的

に は肝切除後 7 日冒お よ び 28 日目 に お い ても
，
な お

，

生理 的な 状態 に は復帰で き ず， 再生肝 の 胆汁分泌能 の

予備能の 賦活化が過剰 に な され ， 膿汁 量お よび 胆汁酸

排泄の増加 を きた した と 考え られ た．

最後 に
， 肝切後の どリ ル ビン 代謝 に つ い て述べ る．

胆汁中総 ビリ ル ビン 濃度お よ び排泄率 は両群と も肝切

後 に冗進す る傾向がみ ら れ， 肝切後 7 日目で は 無糞痘

群に 比 し黄痘群で胆汁中総 ビリ ル ビ ン濃度の低下が み

ら れ たが ， 排泄率で は差は な く
，
胆汁量 の増加 に よ る

希釈 と考え られ た．
また

， 黄痘群で は肝切後， 黄痘が

遷延す る こ とも な く， 良好 な減黄 を示 した こ と よ り，

1 週間閉塞性黄痘肝 に 対 し 70 ％肝切除を施行 して も，

残存肝の どリ ル ビン 排泄能 は充分 に維持 され る と思わ

れ た．

結 論

閉塞性黄痘肝 に 対す る 大量肝切除後 の病態を
， 特に

胆汁分泌能の面か ら解明す る ため ，雑種成犬を用い て
，

無黄痘 70 ％肝 切除犬 く無黄痘群っ と， 1 週間閉塞性黄

痘 70 ％肝切除犬 く発症群1 を作製 し， 肝切除前後にわ

た っ て経時的 に肝重量回復率， 肝組織血流亀 病理組

織学的所見， 血液生化学的検査所見 胆汁亀 胆汁組

成の 変動 に つ い て 検索 を行っ た ． そ の 結果， 以 下の成

績 を得 た．

1 ． 肝重量回復率 は肝切後 の全期間 を通じ 無黄痘

群 に 比 し黄痘群 で低い 値 を示 し
，
黄痘群 で 肝重量回復

の 遅延が み られ た．

2 ． 肝組織血 流量 は無費痘群 で は肝切除後に 低下傾

向を認 めた ． 無黄痘群で は黄痘解除後 に 有意の低下を

認め たが ， 肝切 除後 は無黄痘群と差は なか っ た ．

3 ． 肝の 病理組織学的所見 で は無黄痘群 に比 し黄痘

群 で肝再生像の ピ ー

ク が やや 遅れ て 出現 し， 黄痘群で

は 肝切後 28 日目で も 中等度の 肝再生像が持続してみ

られ た．

4 ． 血液生化学的検査成績 で は総 蛋 白， G O T 低

G P T 値， へ パ ブ ラ ス テ ン テ ス ト値 は両群間に 差はな

く ， 総 ビリ ル ビ ン値， A I P 値， y G T P 億 は黄痘群で肝

切後 に 有意 に 高い 値 を示 したが ， 肝切後 3 日目な いし

7 日目 に は 無黄痘群 と有意の 差は 認 め られ なく なっ

た
．

5 ． 肝重畳当り胆汁量は無黄痘群 で は肝切後 3 日日

に 増加 し， 7 日目以 後 は肝切前の値に 復 した．
これ に

対 し
，
発症群 で は 3 日日は無貴痘群 と同様の値で あっ

た が， 7 日 目以後 も増加 し
，
無黄痘群 に 比 し高い 値を

示 した
．

6 ． 胆汁中 p H 債は肝切後 1 日 臥．
3 日目 で無黄痘

群 に 比 し黄痘群 で 有意 に 低い 値 を示 した． 胆汁浸透圧

は肝切時 に 無黄痘群 に 比 し黄痘群 で有意 に 高い 値を示

した．

7 ． 胆汁中胆汁酸排泄率は肝切後7 日目 に 無貴痘群

で 有意 に 高い 値 を示 した ． ま た
， 肝重量 当り肝胆汁量

と胆汁酸排泄率の 相関関係で は肝切 後 7 日日の 両群の

回帰直線 に 差は な く， 黄痘群 で は胆汁酸排泄率の 増加

に と も ない 胆汁量 が 増加 して い た ．

8 ． 胆汁 中総 ビ リ ル ビ ン排 泄率 は両群間 に 差は な

く
，
良好な 排泄を示 した ．

9 ． 胆汁 中 N a ＋ 濃度 は両群と も 肝切後 に やや 低下

す る傾向が み られ たが ， 両群間 に 差は な か っ た ．
胆汁

中 C ト 濃度は肝切前， 肝切後 1 日目， 3 日目で 無黄痘

群 に 比 し貴痘群 で 有意 に 高 い 値 を 示 し た． 胆汁中

H C O 盲排泄率 は肝切後 1 日 目 で 無黄痘群 に 比 し黄痘
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群で有意 に低 い 値 を示 した．

以上 よ り， 1 週間閉塞性黄痘肝 に 対す る 70 ％肝切除

術後で は， 肝重 量の 回復の遅延が み られ ， 閉塞性黄痘

によ る障害が再生肝 に 加わ っ た こ と に よ り胆汁分泌能

の予備能が過剰 に賦括化さ れ， 胆汁酸依存性胆汁の 増

加に よる胆汁量 の 増加 をき た すも の と推論 した．
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